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研究成果の概要（和文）：プラナリアには季節変化に応じて、無性生殖と有性生殖を転換する個体が存在する。
本課題では生殖様式転換を誘起する環境因子を解明するために、沖縄で１年を通して定期的に採集し、実験室内
の一定環境下で飼育したのちも生殖様式の転換が観察される系統（転換系統）を確立した。転換系統に対して、
夏期の無性生殖状態の転換系統個体に対して明期10時間、暗期14時間、15℃（低温）の冬条件で飼育したとこ
ろ、有性生殖に転換した。しかし、転換系の性質は実験室環境下では３年以上は維持することができないことが
わかった。本実験の継続させるためには、恒常的に新たな転換系統を確立することが必要である。

研究成果の概要（英文）：There are races in planarian with switching of reproduction modes of  
between asexual and sexual, depending on the change of season. To identify the environmental 
parameter to induce the switching of reproduction modes, we collected Dugeisa ryukyuensis regularly 
in Okinawa through one year and established some strains, which switch between sexual mode and 
asexual mode under the constant environment in the laboratory (called as switching mode).  The worms
 of the switching mode were asexual mode in summer. When their living condition had been changed  
from summer condition to winter condition (15 C in temperature and 10L14D in photoperiod), their 
reproduction modes were switched from asexual to sexual.  
Unfortunately, worms of switching modes could not maintained their characters during three years or 
more. Therefore, it is necessary to constantly established some new strains, which switch between 
sexual mode and asexual mode under the constant environment for this experiment.

研究分野： 生殖生物学
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１．研究開始当初の背景 
	 季節変化に応じて無性生殖と有性生殖を
転換する生物が広く知られている。申請	 者
は、プラナリアを用いて、無性個体を実験的
に有性個体に転換させる系を確立し、個体に
おける有性生殖転換能について研究を進め
てきた。本課題では、環境と個体の関係に着
目した。	 
	 
２．研究の目的 
	 自然界で起こる生殖様式転換現象の解明
を目指して、概年リズムの特徴である自律振
動性・温度補償性について検討し、生殖様式
転換が概年リズムを示すか否かを明らかに
する。	 
 
３．研究の方法 
	 リュウキュウナミウズムシの野外定点観
察により生殖様式の周年変化を観察し、実験
室条件下での光周期と温度が環境要因とな
るか否かを明らかにし、生殖様式を転換する
系統を確立した。	 
この系統を定常状態から夏環境状態または
冬環境状態に移し、生殖器官の発達及び縮退
を観察した。	 
	 
４．研究成果	 
(1)	 野外個体の定点観察により、リュウキュ
ウナミウズムシ集団には無性生殖のみを行
う個体と有性生殖のみを行う個体、さらに生
殖様式を転換する個体が共存し、転換する個
体は初夏から秋にかけて無性生殖、秋から春
にかけて有性生殖に変換することを明らか
にした。	 

	 
(2)	 初夏に起こる無性生殖への転換の際に
は生殖器官はアポトーシスにより退縮され
ることを明らかにした。	 

	 
	 (3)	 上記の転換個体は実験室条件下でも自
然界とほぼ同様な周期で生殖様式を転換さ
せることを明らかにした。	 

	 
	 (4)	 転換個体は実験室条件下で２年間は生
殖転換のリズムを維持することができたが、
３年以降は、無性生殖のままで転換しなくな
った。	 
	 

(5)	 生殖様式転換の概年リズムの研究を継続

するためには、恒常的に新たな転換系統を確

立することが必要である。	 
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